ガーナのドルマ伝統領土における土地紛争、土地紛争解決、女性の農場への権利についての考察 by Benard Kwame OPPONG-KUSI
Examining Land Conflicts, Land Dispute
Resolutions and Women Farmland Rights in the








 Oppong-Kusi Benard Kwame
 博 士（環 境 学） 
博 甲 第 　９０９２　号　 




学位の種類      
学位記番号      
学位授与年月日    
学位授与の要件    
審査研究科  
学位論文題目  Examining Land Conflicts, Land Dispute Resolutions and Women 
Farmland Rights in the Dormaa Traditional Area, Ghana 
(ガーナのドルマ伝統領土における土地紛争、土地紛争解決、 
女性の農場への権利についての考察) 
  主査      筑波大学准教授 Ph.D. 松井 健一 
  副査 筑波大学教授    Ph.D.    渡邉 和男 
  副査 筑波大学准教授  工学博士  雷 中方 
  副査 筑波大学准教授 博士（理学）  廣田 充 













































審   査   の   要   旨 
 ガーナの複雑な土地問題・紛争については、ODAの国際援助機関による報告にもあるが、国際協力や援
助事業の円滑な運営に影響を与えてきた。しかし、外部からの研究者では地域ごとの複雑な状況をとら
えきれずにいたのが現状である。本論文で著者は、土地問題・紛争の要因を明らかにすることができた。
特に、（1）伝統的な土地所有権の文書記録化の重要性を明示したこと、（2）土地を管理するガバナン
ス体制の重複の改善の方法として伝統的な法廷と西洋的な法廷の紛争解決状況を明らかにしたこと、
（3）遺産相続制度の複雑な形態を明確にしたこと、（4）行政官や弁護士の伝統的土地所有に関する知
識の問題点を明らかにしたことで、大きな学問的貢献をしたと言える。また、政策レベルにおいても、
将来ガーナの地方で土地紛争を解決していくための調査指針となると考えられる 
 平成31年1月21日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
